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ここ数十年 の間 に,世 界 的 にシカ類 の個体数 は劇 的 に

増 加 し,そ の生 息範 囲 を拡 大 して い る(FULLERand

GILL,2001;JEDRzEJEwsKAetal.,1997).こ の 影響 は林業 ・

農業被害 とい う形で顕在化 す るが,森 林生態系へ の様 々

な負の影響 も懸念 され てい る(COTEetal.2004).た と

えば,過 剰 な採 食 による下層植生 の衰退,シ カの選択的

な採食 に よる下層植生 の種 組成 の変化,枝 葉摂 食や枝折

りに よる実生 や稚樹の枯死,樹 皮剥 ぎに よる成 木の枯死

とい った多様 な ものが想 定 され る。 こ うしたシカに よる

影響 は植物 のみに とどま らず,直 接 的に も しくは間接的

に,昆 虫や他の小動物 に まで及ぶ(MOSERandWITHER,

2000;BAILEYandWHITHAM,2002).シ カ とニ ッチ ェを

同 じ くす る食植性 昆虫(BAINEsetaL,1994;SHIMAzAKI

andMIYAsHITA,2002)や シ カ糞 を餌 とす る糞虫(KANDA

etal.,2005)が 直 接的 に影 響 を受 けるだけで な く,訪 花

昆 虫相(KAToandOKuYAMA,2004)な ど に も間接 的 に

影 響が及 んでいる.ま た,窒 素循環 や炭素循環へ の影響

も指摘 されている(WARDLEetal.,2002;BARDGETTand

WARDLE,2003).従 っ て,シ カの過採 食は単 に植物 とシ

カの問題 と捉 えるので はな く,森 林生態 系全体 の問題 と

して捉 える必 要があ る.日 本 にお いて も,貴 重 な生 態系

が 残存す る地域 で シカの採 食 による生態 系の改変 問題が

発 生 してい る(湯 本 ・松 田2006).大 台 ケ原(奈 良県)

や 金華 山島(宮 城 県)な ど,森 林の景観 が変 わるほ どの

影響が出ている地域 も少なくない.

1990年 代後半か ら,京 都大学芦生研究林(以 下,芦

生)に おいても,シカによる植生衰退が顕在化 してきた.

1998年11月2日 と2005年5月21日 に芦生上谷地域の

ほぼ同 じ場所で撮影された写真がある(図1).わ ずか7

年で,幹 高1.5mを 超えるササ群落が消失 し,裸 地化 し

ているのがわかる.た った2枚 の写真からで も,シ カの

過採食が及ぼす影響の深刻 さは認識できるであろう.

世界のみならず,日 本においてもシカをめ ぐる多様 な

研究が行われ報告されている中,本 特集 を組 む意義をこ

こで,簡単に2つ 挙げておきたい(詳 細は本特集の藤木・

高柳 を参照).第 一に,芦 生には貴重 な森林生態系が残

存 してお り,そ の保全が急務であることを広 く認識す る

必要性が挙げられる.芦 生は本州西部の温帯落葉広葉樹

林の中で,標 高1000m以 下の地域に大規模に自然林が

残されている唯一の場所である.こ のように貴重な森林

生態系であるにも関わらず,芦 生の森林生態系へのシカ

の影響 を報告 しているのは,わずかに1例 であ り(KATO

andOKuYAMA.2004),情 報の共有化が急務である.第

二に,芦 生には日本海側多雪地帯 という気候上の地域特

殊性が存在する点が挙げられる.こ れまでに太平洋側の

森林域ではシカによる森林生態系への影響が多 く報告

されている(TAKATsuKI,1980;矢 原,2006;村 上ほか,

2007).し か し,豊 富 な常緑性低木や凍結 しない河川の
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存在により特徴付け られる芦生では,こ うした地域とは

異なるプロセスで生態系にシカ採食の影響が及ぶ可能性

が想定される.

芦生においては,以 前から集水域スケールの大規模プ

ロットが設置 されてお り,長 期的な生態系動態の観測に

取 り組んでいる.し か し,既 存の観測体制では,シ カの

影響 を十分に検出することは難 しい.な ぜ ならば,例 え

ば,モ ンドリ谷の固定調査プロッ トはDBH>10cmの 樹

木のみを測定対象としている(山 中ら,1999)か らであ

る.一 方,シ カによる植物群集への影響は,草 本相,低

木相,木 本の稚樹に強 く働 く.ま た芦生では,植 物群集

以外のたとえば昆虫群集の動態 を検出する長期観測 シス

テムは存在 しない.し たがって,森 林生態系の包括的な

保全管理に関する知見 を得 るためには新たな枠組みが

必要である.そ こで,21世 紀COE「 昆虫科学が拓 く未

来型食料環境学の創生」の支援 を受けて,2006年4月

にABCプ ロジ ェク ト(AshiuBiologicalConservation

Project:芦 生生物相保全プロジェク トhttp://www.

forestbiology.kais.kyot(〉-u.ac.jp/‐abc/)が始動 した.本

プロジェク トは,京 都大学フィール ド科学教育研究セン

ターの協力のもとに現在も進行中である.

ABCプ ロジェク トでは,芦 生研究林の2つ の集水域

(U谷 ・K谷)を 対象に大規模 な野外実験 を行っている.

集水域の1つ(U谷:約13ha)を 防鹿柵 によって囲い,

その後の集水域内外の変化を長期観測することにより,

シカの採食によって一旦劣化 した植物多様性 や森林構

造 ・昆虫相が回復するかどうか,ま た集水域 レベルでの

生態系過程が防鹿柵の効果により変化するのかどうかを

明 らかにする計画である.加 えて,小 規模 な防鹿柵 を多

数設置し,小 面積での植生保護が植物や昆虫にとってリ

フユージアになるかどうかを検証 している.こ うした目

的のために,2006年 に初期植生調査が行なわれ,渓 流水・

土壌動物 ・水生昆虫 ・訪花昆虫やアリ類 ・直翅 目につい

て も定期的なデータ採取が行われている.

本特集で は芦生にお けるシカをめ ぐる研究の現況 を

報告 し,ABCプ ロジェク トの成果の一端 を示す.な お,

水生昆虫 ・訪花昆虫 ・アリ類 ・直翅目昆虫については今

後の報告を待つ必要がある。また,芦 生におけるシカ研

究としては,シ カによる枝折採食 に関する研究も行なわ

れており,本 特集には盛 り込めなかったものの有意義な

報告が今後なされるであろう.

こうした背景を踏まえ,本 特集では,ま ず,芦 生にお

いてシカが植生に与える影響の初期過程を捉えた研究を

行 っていた福 田 ・高柳 と田中らを執筆者 として迎えた.

シカの過採食が常緑性低木のハイイヌガヤ,林 床に優占

す るチマキザサやチシマザサといった特定の植物の個体
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群衰退に及ぼす影響についてそれぞれ紹介する.

次にシカの採食圧による植物群集の変化について,小

規模 な防鹿柵 を用いた場合の動態に関する研究を石川 ・

高柳 と合田 ・高柳が紹介する.石 川 ・高柳 は,植 物群集

へのシカの影響を光環境 との関連から明らかにしてい

る.ま た合田 ・高柳 は同様の小規模防鹿柵 を用いながら

も柵の開放 日数を調節することで適切なシカのパ ッチ利

用頻度を明 らかにしようとしている.こ れはシカにも配

慮 した生態系保全管理のあ り方を模索す ることを試み

た.合 田 ・高柳 の報告はABCプ ロジェク トの小規模防

鹿柵の成果の一端である.

加 えて,ABCプ ロジェク トの枠組みにおいて2つ の

集水域(U谷 ・K谷)を 対象に行 なった植生調査結果を

阪口 らに報告 してもらうことで,芦 生上谷地域の植生の

現況を概観する.こ のように継続的な長期モニタリング

が可能な大規模森林下層植生の調査プロットの設置は芦

生においては初めての試みであり,今 回の報告は今後の

様々な比較研究の基礎データとしても有効であろう.

さらに,シ カ過採食圧下での土壌動物相の変化は齊藤

らが追跡 し,報 告 している.30年 前のデータと比較す

ると土壌動物相の変化は顕著である.そ の結果からは過

去のデー タ蓄積の重要性,言 い換えれば,モ ニタリング

の重要性 が伺える.報 告者らは,ABCプ ロジェク トで

設置 した大規模防鹿柵の内外で も土壌動物相を定期的に

調査 してお り今後の報告が待たれる.福 島 ・徳地は,大

規模防鹿柵設置による森林下層植生の回復が水質に与え

る影響 を検証 した.こ の研究では,10年 前の上谷や下

谷の水質調査で得 られたデータとの比較 も行 われてお

り,生 態系過程 を長期的に追った貴重なデータである.

この ようなシカ採食圧の間接的な波及効果に関するデー

タの存在は,生 態系全体への影響を捉えようという,本

プロジェク トの姿勢を具現 しているものである.

加えて,合 田らは,本 プロジェク トで新たにはじめた

シカのロー ドセンサスで得られたデータの解析 とその有

用性について述べている.芦 生におけるシカの生息状況

は2001年 から行なわれている区画法によってのみ把握

されてお り(高 柳 未発表),シ カに関する基礎情報が

非常に不足 しているのが現状である.

最後に藤木 ・高柳は,芦 生でシカをめ ぐる研究を行な

う必要性について言及 し,本特集の研究成果を踏まえて,

今後の研究 と保全の展望を示 している.

U谷 の斜面で防鹿柵設置直後とその約1年 後に撮影 し

た写真(図2)を 見ると,た った1年 であって も,下 層

の草本やシダ植物の被度が増加 したことを実感できる.

現在,芦 生ではシカによる森林生態系への影響を解明す

る新たな拠点づ くりが ようや く軌道にの りつつある.こ
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の拠点を礎 として,シ カが森林生態系に与える影響に関

する研究がさらに進展することが期待される.本 特集な

らびに本プロジェク トの防鹿柵の設置 ・維持管理に参加

して頂いた,す べての方々に厚 くお礼申しあげるととも

に,本 特集の掲載を認めて頂いた京大フィール ド科学教

育研究センターに感謝 したい.ま た,様 々なコメン トに

よって本特集をサポー トしていただいた安藤正規氏お よ

び,快 く写真を提供 して頂いた村尾嘉彦氏 に感謝 したい.
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